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ふれあい情報 
 2016年 ４月２２日（金）第２２８号 

 

熊本県・大分県を中心とする 
九州大地震のお見舞い 

 

４月１４日に発生し、現在も断続的に続

いている熊本県、大分県を中心とする大震

災で亡くなられた方々に心から哀悼の意を

表します。また負傷された被災者の方々や

家の失くされた方々へお見舞いを申し上げ

ます。 

２０１６年４月２２日 

日本退職者連合 

 

退
職
者
連
合
が
「
特
別
救
援
カ
ン
パ
」
を
呼
び
か
け 

４
月
１４
日
か
ら
続
い
て
い
る
九
州
大
地

震
で
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
も
学
校
や
公
共
施
設
等
で
高
齢
者
の

皆
さ
ん
が
厳
し
い
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
退
職
者
連
合
は
こ
う
し

た
方
々
の
救
援
の
た
め
緊
急
カ
ン
パ
を
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
４
月

２１
日
付
け
で
傘
下
の
構
成
組
織
（産
別
・関

連
退
職
者
連
合
、
地
方
退
職
者
連
合
）に
対

し
て
緊
急
要
請
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
車
な
ど
に
避
難
し
て
い
る
中
高
年
の

方
々
の
中
に
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
で
亡
く

な
る
方
も
出
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
地
震

の
収
束
を
祈
る
ほ
か
は
、
手
立
て
が
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
、
国
や
自
治
体
は
懸
命
に
救
助
・

救
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

退
職
者
連
合
は
、
高
齢
者
団
体
と
し
て
、

被
災
地
の
高
齢
者
に
思
い
を
馳
せ
、
連
合
と

連
携
し
て
で
き
る
限
り
の
救
援
、
支
援
を
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
の

阿
部
保
吉
会
長
は
、
全
国
の
会
員
に
対
し
、

こ
の
取
り
組
み
へ
の
協
力
を
強
く
訴
え
ま
し

た
。 

 

連合と連携して九州大震災救援の取り組みを 

＜カンパの方法と振込み先＞ 

 

１．実施方法 

（１）産別・関連退職者連合 

   会員に情報を発信し、カンパへの協力を 

お願いする。 

 

（２）地方退職者連合 

   ①会員・家族に情報を発信し、カンパへ 

の協力をお願いする。 

 ②地方連合会が街頭で実施するカンパ活 

動に協力する。 

 

２．振込み・集約 

（１）振込み 

①口座番号  中央労働金庫本店営業部  

（普通）０１２４２０９ 

  ②口座名   「連合九州地震カンパ」 

      ＊振込み手数料は、かかりません。 

 

（２）集 約  第１次集約 ５月１３日（金） 

         第２次集約 ６月２４日（金） 

 

 

余
震
・
本
震
と
今
な
お
、
激
震
が
続
い
て
い

る
熊
本
や
大
分
地
方
で
は
、
乳
幼
児
や
高
齢
者

の
方
々
が
避
難
生
活
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。 

▲街頭で九州大震災救援カンパ活動を行う連合本部。

（4月19日、都内・ＪＲ錦糸町駅前） 

http://tr.jtuc-rengo/
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鳥
取
高
退
連
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
は
、
退
職
者
連
合
が
め
ざ
す
地
域
・
地

区
活
動
の
一
つ
の
姿
で
す
。 

人
生
九
○
年
時
代
を
向
か
え
、
元
気
な
高
齢
者

や
退
職
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
集
う
意
義
に

は
三
つ
あ
り
ま
す
。 

第
一
は
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
の
交
流
・
親
睦
な

ど
余
暇
活
動
を
通
し
た
「
文
化
的
で
健
康
的
な
暮

ら
し
」
の
充
実
で
す
。
第
二
は
、
生
涯
現
役
と
し

て
「
社
会
に
役
立
ち
た
い
」
と
の
思
い
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。
身
近
な
場
所
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
、
社
会
貢
献
と
し
て
「
生
き
が
い
づ
く
り
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
こ
う
し
た
活
動
は
、

生
活
し
て
い
る
地
域
（
地
元
）
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
地
域

づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
第
三
に

は
、
医
療
や
介
護
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
地
方
行
政

に
高
齢
者
や
退
職
者
の
声
を
積
極
的
に
意
見
反

映
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
学
習
会

を
し
っ
か
り
開
く
こ
と
も
大
切
で
す
。 

こ
う
し
た
意
義
を
退
職
者
連
合
で
は
、「
生
き

が
い
づ
く
り
」「
健
康
寿
命
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く

り
」「
地
域
づ
く
り
」
＝
「
四
つ
の
お
達
者
づ
く

り
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

退職者連合 

連合が「震災対策救援本部設置」。支援活動が始まる 
 

災
害
救
援
・
組
織
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
り
組
み
へ 

 

逢
見
事
務
局
長
が
現
地
入
り
、
被
災
地
・熊
本
で
現
地
対
策
会
議
を
開
く
（
4
月
20
日
） 

 

▲上田会長に第１次支援カンパ（５００万円）を手渡す

連合・逢見事務局長（４月２０日、熊本市内）。 

 

▲連合熊本と一緒に今後の救援について現地対策会議を開く。正面が 

逢見事務局長。（同） 

 

阪
神
・淡
路
大
震
災
で
は
５
万
４
０
０
０
名
、
３
・
１１
東

日
本
大
震
災
で
も
３
万
６
０
０
０
名
の
組
合
員
を
組
織
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
、
救
援
活
動
・復
興
支
援
を
取

り
組
ん
で
き
た
連
合
が
、
今
回
の
九
州
大
地
震
救
援
で
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
自
衛
隊
や
警
察
に
次
ぐ
組

織
力
を
持
ち
、
自
前
で
行
動
で
き
る
民
間
最
大
の
能
力

を
持
つ
連
合
の
救
援
活
動
が
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
被
災
地

の
方
々
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に
な
り
ま
す
。
今
後
、
県
や

市
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
た
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

 

連
合
は
４
月
１８
日
午
前
、
緊

急
三
役
会
議
を
開
催
し
、
神
津

里
季
生
連
合
会
長
を
本
部
長
と

す
る
「
熊
本
を
中
心
と
す
る
九

州
地
震
災
害
対
策
救
援
本
部
」

を
設
置
し
、
１９
日
に
は
臨
時
中

央
執
行
委
員
会
を
開
き
、
被
災

地
救
援
特
別
カ
ン
パ
の
実
施
な

ど
当
面
の
対
策
を
決
定
し
ま
し

た
。 一

方
、
連
合
事
務
局
で
は
１８

日
に
開
い
た
全
体
会
議
で
救
援

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統

一
す
る
と
と
も
に
当
日
か
ら
１

週
間
予
定
し
て
い
た
「
ク
ラ
シ

ソ
コ
ア
ゲ
」
で
の
主
要
駅
頭
５

カ
所
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
救
援
募
金
行
動
に
切
り
替
え

て
池
袋
、
錦
糸
町
な
ど
で
救
援

カ
ン
パ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

臨
時
三
役
会
と
臨
時
中

執
を
開
き
、当
面
の
救
援

対
策
決
め
る 

さ
ら
に
２０
日
に
は
、
再
開
さ

れ
た
熊
本
空
港
か
ら
連
合
本
部

の
逢
見
直
人
事
務
局
長
と
山
根

木
晴
久
総
合
組
織
局
長
、
並
木
泰

宗
企
画
局
長
の
３
名
が
被
災
地

の
熊
本
市
に
入
り
ま
し
た
。
現

在
、
熊
本
市
中
央
区
に
あ
る
連
合

熊
本
事
務
所
は
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
自
治
労
熊
本
県
本
部

に
仮
設
事
務
所
を
設
置
し
て
い

ま
す
。 

は
じ
め
に
逢
見
事
務
局
長
が

連
合
熊
本
の
上
田
淳
会
長
に
緊

急
カ
ン
パ
を
手
渡
し
、
激
励
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
対
策
会
議
を
開

き
、
連
合
熊
本
の
役
職
員
の
被
災

状
況
や
今
後
の
救
援
態
勢
な
ど
、

当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

合
い
ま
し
た
。
連
合
で
は
、
余
震

の
収
ま
り
状
況
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、
連
合
本
部
か
ら
担
当
者

を
派
遣
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

な
ど
応
援
態
勢
づ
く
り
な
ど
の

活
動
を
取
り
組
む
こ
と
に
し
て

お
り
、
上
田
会
長
は
「
仲
間
の
有

り
難
さ
が
身
に
し
み
ま
す
。
き
わ
め
て
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
こ
の
困
難
を
必
ず
乗
り
越

え
て
い
く
よ
う
精
一
杯
つ
と
め
ま
す
。
連
合

の
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ

さ
い
」
と
語
り
、
連
合
本
部
の
支
援
に
期
待

を
表
明
し
ま
し
た
。 

 


